
(57)【要約】

【課題】既存又は新設の防火シャッターに、簡単な付帯

工事をするだけで取り付けることのでき、電気的な手段

を用いずに、構造が簡単で低コストの防火シャッター用

安全装置を実現する。

【解決手段】巻取シャフト７の回転に連動して回転する

ワイヤワイヤ巻取プーリ１７と、該ワイヤワイヤ巻取プ

ーリ１７に上端が固定され、持上片２２を取り付けて吊

持したワイヤ１８と、ワイヤ１８が通過可能に挿通され

、上記持上片２２より上方に配置された重錘２５とを備

えており、ブレーキ１４の拘束を解放することで、シャ

ッターカーテン２を自重で降下させて閉じる際に、シャ

ッターカーテン２の自重による降下に連動してワイヤ１

８がワイヤワイヤ巻取プーリ１７に巻き取られ、持上片

２２が上昇すると、上昇過程の途中から持上片２２が重

錘２５に当接して持ち上げ、ワイヤ１８を介してシャッ

ターカーテン２の降下方向の荷重を低減させる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 力 で 巻 取 シ ャ フ ト に 巻 き 取 っ て 防 火 シ ャ ッ タ
ー を 開 い た 状 態 と し 、 こ の 状 態 を ブ レ ー キ で 拘 束 し て 維 持 し 、 該 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 放 す
る こ と で 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 自 重 で 降 下 さ せ て 閉 じ る 防 火 シ ャ ッ タ ー に お け る 防
火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 巻 取 シ ャ フ ト の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ と 、
　 該 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 上 端 が 固 定 さ れ 、 持 上 片 を 取 り 付 け て 吊 持 し た ワ イ ヤ と 、
　 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片 よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 重 錘 と 、
　 を 備 え て お り 、
　 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン の 降 下 に 連 動 し て 前 記 ワ イ ヤ が 前 記 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 巻 き 取
ら れ 、 前 記 持 上 片 が 上 昇 す る と 、 該 持 上 片 が 前 記 重 錘 に 当 接 し て 持 ち 上 げ 、 ワ イ ヤ を 介 し
て 防 火 シ ャ ッ タ ー の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低 減 さ せ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 火 シ ャ ッ
タ ー 用 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 重 錘 は 、 前 記 ワ イ ヤ に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 力 で 巻 取 シ ャ フ ト に 巻 き 取 っ て 防 火 シ ャ ッ タ
ー を 開 い た 状 態 と し 、 こ の 状 態 を ブ レ ー キ で 拘 束 し て 維 持 し 、 該 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 放 す
る こ と で 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 自 重 で 降 下 さ せ て 閉 じ る 防 火 シ ャ ッ タ ー に お け る 防
火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 巻 取 シ ャ フ ト の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ と 、
　 該 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 上 端 が 固 定 さ れ 、 下 端 に 持 上 片 を 取 り 付 け 吊 持 し た ワ イ ヤ と 、
　 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片 よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 一 端 が 固 定 さ れ 、
他 端 が 自 由 状 態 で あ る 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ と 、
　 を 備 え て お り 、
　 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン の 降 下 に 連 動 し て 前 記 ワ イ ヤ が 前 記 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 巻 き 取
ら れ 、 前 記 持 上 片 が 上 昇 す る と 、 該 持 上 片 が 前 記 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ の 前 記 他 端 に
当 接 し て 引 っ 張 り 又 は 圧 縮 し 、 前 記 ワ イ ヤ を 介 し て 防 火 シ ャ ッ タ ー の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低
減 さ せ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 前 記 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ は 、 前 記 ワ イ ヤ に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 力 で 巻 取 シ ャ フ ト に 巻 き 取 っ て 防 火 シ ャ ッ タ
ー を 開 い た 状 態 と し 、 こ の 状 態 を ブ レ ー キ で 拘 束 し て 維 持 し 、 該 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 放 す
る こ と で 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 自 重 で 降 下 さ せ て 閉 じ る 防 火 シ ャ ッ タ ー に お け る 防
火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 巻 取 シ ャ フ ト の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ と 、
　 該 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 上 端 が 固 定 さ れ 、 持 上 片 を 取 り 付 け て 吊 持 し た ワ イ ヤ と 、
　 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片 よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 重 錘 と 、
　 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片 よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 一 端 が 固 定 さ れ 、
他 端 が 自 由 状 態 で あ る 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ と 、
　 を 備 え て お り 、
　 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン の 降 下 に 連 動 し て 前 記 ワ イ ヤ が 前 記 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 巻 き 取
ら れ 、 前 記 持 上 片 が 上 昇 す る と 、 該 持 上 片 が 前 記 重 錘 に 当 接 し て 持 ち 上 げ 、
　 前 記 持 上 片 が さ ら に 上 昇 す る と 、 前 記 重 錘 が 前 記 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ の 前 記 他 端
に 当 接 し て 引 っ 張 り 又 は 圧 縮 し 、 ワ イ ヤ を 介 し て 防 火 シ ャ ッ タ ー の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低 減
さ せ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 巻 取 プ ー リ は 、 前 記 巻 取 シ ャ フ ト に 対 し て 減 速 機 構 を 介 し て 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 商 業 用 ビ ル 、 学 校 、 病 院 、 工 場 、 そ の 他 の 建 物 や 施 設 等 で 利 用 さ れ る 防 火 シ
ャ ッ タ に 関 し 、 特 に 、 人 が 防 火 シ ャ ッ タ に 挟 ま る 事 故 を 防 止 す る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 商 業 用 ビ ル 、 学 校 等 に お け る 火 災 へ の 対 策 と し て 、 防 火 シ ャ ッ タ が 普 及 さ れ て い る
。 従 来 の 防 火 シ ャ ッ タ は 、 解 放 時 に は 上 方 に 巻 き 取 ら れ て ブ レ ー キ で 拘 束 さ れ て 収 納 さ れ
て お り 、 火 災 時 又 は 点 検 時 に 、 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 い て 自 重 に よ り シ ャ ッ タ を 降 下 さ せ て
閉 じ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 子 供 が 、 誤 作 動 に よ り 降 下 し た 防 火 シ ャ ッ タ の 下 敷 き と な り 、 そ の 荷 重 で 圧 死 す
る と い う い た ま し い 事 故 が 発 生 し て お り 、 防 火 シ ャ ッ タ の 安 全 性 の 見 直 し が 社 会 的 な 問 題
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 安 全 対 策 と し て 、 従 来 、 火 災 時 あ る い は 点 検 時 を 除 い て や た ら に 防 火 シ ャ ッ タ が 降 下 し
な い よ う に 設 計 さ れ て い る が 、 万 が 一 に 、 防 火 シ ャ ッ タ の 降 下 時 に 、 防 火 シ ャ ッ タ の 直 下
に 障 害 物 が あ る 場 合 は 、 ス イ ッ チ で そ れ を 検 知 し て 、 ブ レ ー キ を か け て 降 下 を 停 止 す る シ
ャ ッ タ ー が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ２ ７ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 示 す 従 来 の シ ャ ッ タ ー で は 、 障 害 物 を 検 知 す る ス イ ッ チ や ブ レ ー キ を
制 御 す る 制 御 装 置 等 が 必 要 で あ り 、 構 成 が 複 雑 と な り 新 規 に 防 火 シ ャ ッ タ を 設 置 す る 場 合
で も 、 既 存 の 防 火 シ ャ タ ー に 付 設 す る 場 合 で も 、 設 備 費 用 が 高 く な る 。 し か も 、 電 気 的 或
い は 光 学 的 な 検 知 装 置 、 制 御 装 置 を 使 用 す る と 、 誤 動 作 等 の 危 険 性 も 皆 無 と は 言 え な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ り 、 既 存 又 は 新 設 の
防 火 シ ャ ッ タ ー に 、 簡 単 な 付 帯 工 事 を す る だ け で 取 り 付 け る こ と の で き 、 電 気 的 な 手 段 を
用 い ず に 、 構 造 が 簡 単 で 低 コ ス ト の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 を 実 現 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 力 で 巻
取 シ ャ フ ト に 巻 き 取 っ て 防 火 シ ャ ッ タ ー を 開 い た 状 態 と し 、 こ の 状 態 を ブ レ ー キ で 拘 束 し
て 維 持 し 、 該 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 放 す る こ と で 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 自 重 で 降 下 さ
せ て 閉 じ る 防 火 シ ャ ッ タ ー に お け る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で あ っ て 、 前 記 巻 取 シ ャ フ
ト の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ と 、 該 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 上 端 が 固 定 さ れ
、 持 上 片 を 取 り 付 け て 吊 持 し た ワ イ ヤ と 、 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片
よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 重 錘 と 、 を 備 え て お り 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン の 降 下 に 連 動 し て
前 記 ワ イ ヤ が 前 記 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 巻 き 取 ら れ 、 前 記 持 上 片 が 上 昇 す る と 、 該 持 上 片 が
前 記 重 錘 に 当 接 し て 持 ち 上 げ 、 ワ イ ヤ を 介 し て 防 火 シ ャ ッ タ ー の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低 減 さ
せ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 前 記 重 錘 は 、 前 記 ワ イ ヤ に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ て い る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 力 で 巻
取 シ ャ フ ト に 巻 き 取 っ て 防 火 シ ャ ッ タ ー を 開 い た 状 態 と し 、 こ の 状 態 を ブ レ ー キ で 拘 束 し
て 維 持 し 、 該 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 放 す る こ と で 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 自 重 で 降 下 さ
せ て 閉 じ る 防 火 シ ャ ッ タ ー に お け る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で あ っ て 、 前 記 巻 取 シ ャ フ
ト の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ と 、 該 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 上 端 が 固 定 さ れ
、 下 端 に 持 上 片 を 取 り 付 け 吊 持 し た ワ イ ヤ と 、 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持
上 片 よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 一 端 が 固 定 さ れ 、 他 端 が 自 由 状 態 で あ る 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮
バ ネ と 、 を 備 え て お り 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン の 降 下 に 連 動 し て 前 記 ワ イ ヤ が 前 記 ワ イ
ヤ 巻 取 プ ー リ に 巻 き 取 ら れ 、 前 記 持 上 片 が 上 昇 す る と 、 該 持 上 片 が 前 記 引 っ 張 り バ ネ 又 は
圧 縮 バ ネ の 前 記 他 端 に 当 接 し て 引 っ 張 り 又 は 圧 縮 し 、 前 記 ワ イ ヤ を 介 し て 防 火 シ ャ ッ タ ー
の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低 減 さ せ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 前 記 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ は 、 前 記 ワ イ ヤ に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ て い る 構 成 と
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 力 で 巻
取 シ ャ フ ト に 巻 き 取 っ て 防 火 シ ャ ッ タ ー を 開 い た 状 態 と し 、 こ の 状 態 を ブ レ ー キ で 拘 束 し
て 維 持 し 、 該 ブ レ ー キ の 拘 束 を 解 放 す る こ と で 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン を 自 重 で 降 下 さ
せ て 閉 じ る 防 火 シ ャ ッ タ ー に お け る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で あ っ て 、 前 記 巻 取 シ ャ フ
ト の 回 転 に 連 動 し て 回 転 す る ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ と 、 該 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に 上 端 が 固 定 さ れ
、 持 上 片 を 取 り 付 け て 吊 持 し た ワ イ ヤ と 、 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片
よ り 上 方 に 配 置 さ れ た 重 錘 と 、 前 記 ワ イ ヤ が 通 過 可 能 に 挿 通 さ れ 、 前 記 持 上 片 よ り 上 方 に
配 置 さ れ た 一 端 が 固 定 さ れ 、 他 端 が 自 由 状 態 で あ る 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ と 、 を 備 え
て お り 、 前 記 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン の 降 下 に 連 動 し て 前 記 ワ イ ヤ が 前 記 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ に
巻 き 取 ら れ 、 前 記 持 上 片 が 上 昇 す る と 、 該 持 上 片 が 前 記 重 錘 に 当 接 し て 持 ち 上 げ 、 前 記 持
上 片 が さ ら に 上 昇 す る と 、 前 記 重 錘 が 前 記 引 っ 張 り バ ネ 又 は 圧 縮 バ ネ の 前 記 他 端 に 当 接 し
て 引 っ 張 り 又 は 圧 縮 し 、 ワ イ ヤ を 介 し て 防 火 シ ャ ッ タ ー の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低 減 さ せ る 構
成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 巻 取 プ ー リ は 、 前 記 巻 取 シ ャ フ ト に 減 速 装 置 を 介 し て 設 け ら れ て い る 構 成 と す る こ
と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の 構 成 か ら 成 る 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 に よ る と 、 次 の よ う な 効 果
が 生 じ る 。
（ １ ） 本 発 明 は 、 そ の 基 本 的 な 構 成 が 、 従 来 の 巻 取 シ ャ フ ト 取 り 付 け た ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ
に 、 ワ イ ヤ の 上 端 を 固 定 し 、 そ の 下 端 が 重 錘 を 持 ち 上 げ ら れ る 構 成 、 又 は バ ネ に そ の 弾 力
に 抗 す る 力 を 作 用 さ せ る 構 成 と し た の で 、 構 造 が 簡 単 で あ り 、 既 存 又 は 新 設 の 防 火 シ ャ ッ
タ ー に 、 低 コ ス ト で 簡 単 な 付 帯 工 事 を す る だ け で 取 り 付 け る こ と の で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ２ ） 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 で は 、 電 気 的 な 手 段 を 用 い な い の で 、 誤 動 作 が
生 じ る 可 能 性 が 少 な く 、 構 造 も 簡 単 で あ る か ら 、 保 守 、 点 検 も 容 易 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 実 施 例 に 基 づ い
て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
（ 防 火 シ ャ ッ タ ー の 全 体 構 成 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー １ の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は 正 面
図 で あ り 、 図 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 防 火 シ ャ ッ タ ー １ は 、 建 物 の 出 入 口 を 開 閉 す る シ ャ
ッ タ ー カ ー テ ン ２ と 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 上 方 に 配 置 さ れ シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 巻
き 取 る 巻 取 装 置 ３ と を 備 え て い る 。 な お 、 Ｗ は 建 物 の 防 火 壁 で あ り 、 Ｓ は 建 物 の 天 井 壁 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 複 数 の ス ラ ッ ト １ を 連 節 し て な る
金 属 製 の カ ー テ ン で も よ い し 、 防 火 性 を 有 す る 布 状 の 可 撓 性 部 材 と 、 そ の 下 端 に 錘 を 付 け
て 成 る 構 成 の カ ー テ ン で も よ い 。 以 下 の 実 施 例 で は 複 数 の ス ラ ッ ト ４ を 連 節 し て な る 金 属
製 の カ ー テ ン で 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 建 物 の 出 入 口 の 両 側 に は 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 案 内 す る 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ５ が 配
設 さ れ て い る 。 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ５ は 、 互 い に 対 向 す る 内 面 側 に 凹 溝 を 有 し て い る 。 シ
ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 左 右 両 端 縁 部 は 、 ガ イ ド レ ー ル ５ の 凹 溝 内 に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し て お
り 、 こ れ に よ り 上 下 方 向 に 案 内 さ れ て 昇 降 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 巻 取 装 置 ３ は 、 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 巻 取 ケ ー ス ６ と 、 巻 取 ケ ー ス ６ 内 に
回 転 可 能 配 置 さ れ た 巻 取 シ ャ フ ト ７ と 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ と 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８
に 固 定 さ れ た 被 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト ９ と 、 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト １ ０ 、 チ ェ ー ン １ １ 、 巻 取
用 モ ー タ １ ２ と 、 減 速 機 １ ３ と 、 ブ レ ー キ １ ４ と 、 制 御 装 置 １ ５ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 巻 取 用 モ ー タ １ ２ は 、 減 速 機 １ ３ 、 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト １ ０ 、 チ ェ ー ン １ １ 及 び 被 駆 動
側 ス プ ロ ケ ッ ト ９ を 介 し て 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ を 回 転 駆 動 し 、 こ れ に よ り 巻 取 シ ャ フ ト
７ を 回 転 す る 。 巻 取 シ ャ フ ト ７ は 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 上 端 を 取 り 付 け て お り 、 巻 取
用 モ ー タ １ ２ の 駆 動 力 に よ り シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 巻 き 取 る （ 巻 き 上 げ る ） も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ブ レ ー キ １ ４ は 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ に 隣 接 し て 設 け ら れ 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 の
回 転 力 を 拘 束 す る 機 能 を 有 す る と と も に 、 こ の 拘 束 を 解 放 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の ブ レ ー
キ １ ４ の 構 造 は 、 周 知 で あ る の で こ こ で は 説 明 は 省 略 す る が 、 例 え ば 、 電 磁 石 に よ り 巻 取
用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 を 拘 束 し 、 ま た 解 放 可 能 な よ う に 動 作 す る よ う な 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 火 災 や 点 検 時 で は な い 平 常 時 に お い て は 、 防 火 シ ャ ッ タ ー １ は 開 い て お り 、 シ ャ ッ タ ー
カ ー テ ン ２ は 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ に よ り 巻 き 取 ら れ て 巻 取 ケ ー ス ６ 内 に 収 納 さ れ 、 ブ レ ー
キ １ ４ に よ り 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 は そ の 回 転 が 拘 束 さ れ シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降
下 し な い よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 通 常 の 点 検 時 に お い て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 昇 降 を チ ェ ッ ク す る 場 合 、 あ る い は 火 災
が 発 生 し て 、 そ の 煙 を 煙 検 知 器 で 検 知 し た 場 合 又 は 熱 検 知 器 で 熱 を 検 知 し た 場 合 等 に は 、
ブ レ ー キ １ ４ に よ る 拘 束 が 解 除 さ れ て 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ は 、 自 重 に よ り 降 下 し て 、
防 火 シ ャ ッ タ ー １ が 閉 鎖 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 閉 じ た 状 態 で 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 は
、 再 度 、 ブ レ ー キ １ ４ に よ っ て そ の 回 転 が 拘 束 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 構 成 の 防 火 シ ャ ッ タ ー １ の み で は 、 火 災 等 の 非 常 時 に シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降
下 し た 際 に 、 子 供 等 の 人 が シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ と 床 ２ １ の 間 に 挟 ま れ る と き わ め て 危 険
な 事 故 と な る 。 そ こ で 、 こ の よ う な 事 故 を 防 止 す る た め に 、 防 火 シ ャ ッ タ ー １ に 本 発 明 に
係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 １ ６ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 １ ６ は 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 取 り 付 け た ワ イ ヤ 巻 取 プ ー
リ １ ７ （ ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ は 、 図 示 し な い 減 速 機 構 を 介 し て 取 り 付 け て も よ い 。 ） と
、 こ の ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 上 端 （ 基 端 ） が 固 定 さ れ た ワ イ ヤ １ ８ 及 び 荷 重 低 減 機 構 １
９ を 備 え て い る 。 こ こ で 、 荷 重 低 減 機 構 １ ９ は 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 方 向 の 荷 重
を 低 減 す る た め の 機 構 で あ り 、 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 に 設 け ら れ て い る 。 以 下 に 、 防 火 シ ャ ッ タ
ー 用 安 全 装 置 １ ６ の 基 本 的 な 、 構 成 及 び 作 用 等 に つ い て 順 次 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 基 本 的 な 構 成 、 作 用 ） 　 　
　 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 防 火 シ ャ ッ タ ー １ に 付 設 さ れ た 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 １ ６
の 基 本 的 な 構 成 及 び そ の 作 用 を 模 式 的 に 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て
、 す で に 図 １ で 説 明 し た よ う に 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 駆 動 力 に よ り 減 速 機 １ ３ 、 駆 動 側 ス
プ ロ ケ ッ ト １ ０ 、 チ ェ ー ン １ １ 及 び 被 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト ９ を 介 し て 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸
８ を 駆 動 し 、 巻 取 シ ャ フ ト ７ を 回 転 す る こ と で シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 巻 き 取 る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 巻 取 シ ャ フ ト ７ に シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 巻 き 取 っ た 状 態 （ 図 ２ （ ａ ） 参 照 ） に お
い て 、 ブ レ ー キ １ ４ に よ っ て 巻 取 用 モ ー タ の 回 転 軸 を 拘 束 し 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 巻
き 取 っ た 状 態 に 維 持 す る 。 そ し て 、 火 災 等 の 非 常 時 に は 、 ブ レ ー キ １ ４ の 拘 束 を 解 放 す る
こ と で シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ を 降 下 す る こ と が で き る （ 図 ２ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に は 、 同 軸 的 に ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ
１ ７ が 固 定 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 す 基 本 的 な 構 成 で は 、 説 明 を よ り 簡 単 に す る た め に 、 巻
取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に は 減 速 機 構 を 介 す る こ と な く ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構
成 で 説 明 す る が 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り
付 け た 構 成 と し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 対 し て 減 速 回 転 す る 構 成 と し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に は 、 ワ イ ヤ １ ８ の 上 端 （ 基 端 ） が 固 定 さ れ 、 巻 き 回 さ れ て い る
。 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 （ 先 端 ） は 、 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 に 入 り 込 み 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、
シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 巻 き 取 ら れ た 状 態 に お い て 、 建 屋 の 床 ２ １ の 近
く ま で 垂 下 さ れ て い る 。 そ し て 、 ワ イ ヤ １ ８ の 先 端 （ 下 端 ） に は 、 持 上 片 ２ ２ が 取 り 付 け
ら れ 、 ぶ ら 下 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ボ ッ ク ス ２ ０ 内 に は 、 重 錘 載 置 棚 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 重 錘 載 置 棚 ２ ３ は 、 持 上
片 ２ ２ が 通 過 す る 隙 間 ２ ４ を 有 し て い る 。 こ の 重 錘 載 置 棚 ２ ３ に は 重 錘 ２ ５ が 載 置 さ れ て
い る 。 重 錘 ２ ５ は 、 上 下 方 向 に 通 孔 ２ ６ を 有 し 、 ワ イ ヤ １ ８ は 、 こ の 通 孔 ２ ６ を 通 し て 上
下 動 可 能 で あ る が 、 持 上 片 ２ ２ は 通 孔 ２ ６ を 通 過 で き な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 今 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 の ブ レ ー キ １ ４ に よ る 拘 束 を 解 放 す る と 、 シ ャ ッ タ ー カ
ー テ ン ２ は そ の 自 重 で 降 下 し 、 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ は ワ イ ヤ １ ８ を 巻 き 取 り は じ め 、 ワ
イ ヤ １ ８ は 重 錘 ２ ５ の 通 孔 ２ ６ を 通 し て 上 方 に 移 動 し 、 持 上 片 ２ ２ を 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 あ る 程 度 、 下 方 に 降 下 す
る と 、 持 上 片 ２ ２ が 重 錘 ２ ５ に 当 接 し て 持 ち 上 げ 始 め 、 こ の 重 錘 ２ ５ を 上 昇 さ せ る 状 態 を
、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 端 が 床 ２ １ の 近 く を 経 て さ ら に 床 ２ １ に 着
く ま で 持 続 さ せ る 。 要 す る に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 し 、 そ の 途 中 か ら 、 即 ち 、 人
に 当 た る 程 度 降 下 す る と 、 持 上 片 ２ ２ が 重 錘 ２ ５ に 当 接 し て 持 ち 上 げ 始 め 、 こ の 重 錘 ２ ５
を 上 昇 さ せ る 状 態 を 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 端 が 床 ２ １ に 着 く 行 程 中 、 持 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 途 中 か ら （ 持 上 片 ２ ２ が 重 錘 ２ ５ に 当 接 し
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て 持 ち 上 げ 始 め て か ら ） シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 端 が 床 ２ １ に 着 く 迄 の 行 程 中 を 通 し て
、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 速 度 が 遅 く な る と と も に シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 方 向
の 荷 重 が 低 減 さ れ る 。 こ の 結 果 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 際 に 、 人 が 挟 ま れ て も 大
き な 荷 重 を 受 け な い の で 、 怪 我 等 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 Ｗ は 、 上 記 の よ う に 持 上 片 ２ ２ が 重 錘 ２ ５ を 持 ち 上 げ 始 め て も シ
ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 を 維 持 し 停 止 し な い よ う に 設 計 さ れ て い る 。 即 ち 、 重 錘 ２ ５ の
重 量 Ｗ は 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 自 重 に よ っ て 、 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 上 端 が 固 定 さ
れ た ワ イ ヤ １ ８ に か か る 上 方 へ の 力 Ｆ よ り 、 や や 小 さ い 重 量 と な る よ う に す る 。 な お 、 重
錘 ２ ５ の 重 量 Ｗ は 、 後 述 す る が 調 整 で き る よ う な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的 な 構 成 、 作 用 ）
　 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的 な 構 成 を 説 明 す る 図 で あ り
、 図 １ （ ｃ ） に お い て 、 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 １ ６ の ボ ッ ク ス ２ ０ の 内 部 を 側 方 か ら
見 た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に お い て 、 図 １ 及 び 図 ２ で 説 明 し た と お り 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ に よ
り 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト １ ０ 、 チ ェ ー ン １ １ 及 び 被 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト ９ を 介 し て 巻 取 シ ャ
フ ト 駆 動 軸 ８ を 減 速 回 転 し 、 こ れ に よ り 巻 取 シ ャ フ ト ７ を 回 転 し シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が
巻 き 上 げ ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 被 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト ９ と 同 軸 で ワ イ ヤ 巻 取 プ ー
リ １ ７ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 上 端 が 固 定 さ れ た ワ イ ヤ １ ８
が ボ ッ ク ス ２ ０ 内 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 床 ２ １ の 上 に 起 立 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ の 直 下 に 配 置 さ れ て い る
。 ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 そ の 前 後 方 向 の ほ ぼ 中 間 に 隔 壁 ２ ７ が 形 成 さ れ 、 上 部 を 除 い て プ ー リ
室 ２ ８ と 装 荷 室 ２ ９ （ ワ イ ヤ １ ８ に 下 向 き の 荷 重 を 装 架 す る 室 ） と に 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ボ ッ ク ス ２ ０ の 底 壁 ３ ０ 上 に 第 １ ガ イ ド プ ー リ ３ １ 及 び 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ２ の ２ 連 の
プ ー リ が コ の 字 型 ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ に よ り 装 着 さ れ て い る 。 ボ ッ ク ス ２ ０ の 上 壁 ３ ４ に は 、
第 ３ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ が コ の 字 型 ブ ラ ケ ッ ト ３ ６ に よ り 装 着 さ れ 、 さ ら に 第 ４ ガ イ ド プ ー
リ ３ ７ が 吊 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 上 端 が 固 定 さ れ た ワ イ ヤ １ ８ は 、 ボ ッ ク ス ２ ０ の 上 壁 ３ ４ に 形
成 さ れ た 透 孔 ３ ８ を 通 し て ボ ッ ク ス ２ ０ 内 に 入 り 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第
１ ガ イ ド プ ー リ ３ １ 、 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ２ 、 第 ３ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ 及 び 第 ４ ガ イ ド プ ー
リ ３ ７ に 、 順 次 、 架 け 渡 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ
う に 、 装 荷 室 ２ ９ 内 の 下 方 の 位 置 ま で 垂 下 さ れ て 、 持 上 片 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 装 荷 室 ２ ９ 内 に は 、 重 錘 載 置 棚 ２ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 重 錘 載 置 棚 ２ ３ 上 に 重 錘 ２
５ が 載 置 さ れ て い る 。 重 錘 ２ ５ に は 通 孔 ２ ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 通 孔 ２ ６ を 通 し て ワ イ ヤ １
８ が 装 荷 室 ２ ９ 内 に 垂 下 し て い る 。 重 錘 載 置 棚 ２ ３ に は 、 持 上 片 ２ ２ が 通 過 す る 隙 間 ２ ４
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
作 用 ： 　
　 以 上 の 構 成 か ら 成 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ
う に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 巻 き 取 ら れ 、 ブ レ ー キ で 拘 束 さ れ て い る
状 態 で は 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 は 装 荷 室 ２ ９ 内 の 下 方 の 位 置 ま で 垂 下 さ れ て 、 持 上 片 ２ ２ が
ボ ッ ク ス ２ ０ の 底 壁 ３ ０ 近 く に あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 火 災 の 際 に ブ レ ー キ １ ４ に よ る モ ー タ 回 転 軸 の 拘 束 が 解 放 さ れ て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２
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が 降 下 す る と 、 ワ イ ヤ １ ８ は ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 巻 き 取 ら れ て 上 方 に 引 き 出 さ れ る 。
す る と 、 ワ イ ヤ １ ８ は 第 １ ～ ４ ガ イ ド プ ー リ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ５ 、 ３ ７ に 案 内 さ れ て 下 端 の
持 上 片 ２ ２ が 上 昇 す る 。 こ の 上 昇 過 程 の 途 中 か ら 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 持 上 片 ２ ２
は 重 錘 ２ ５ に 当 接 し て 重 錘 ２ ５ を 持 ち 上 げ 始 め る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 途 中 か ら （ 持 上 片 ２ ２ が 重 錘 ２ ５ に 当 接 し
て 持 ち 上 げ 始 め て か ら ） シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 端 が 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 シ ャ
ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 床 ２ １ の 面 に 当 接 す る ま で の 降 下 過 程 で は 、 そ の 速 度 が 遅 く な る と と
も に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 方 （ 降 下 方 向 ） に か か る 荷 重 が 低 減 さ れ 、 シ ャ ッ タ ー カ
ー テ ン ２ の 全 荷 重 が 人 に か か ら な い の で 、 人 が 挟 ま れ て も 怪 我 等 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ （ ｄ ） 、 （ ｅ ） は 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 を 調 整 用 分 銅 ３ ９ で 調 整 で き る よ う に す る 構 成
を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 調 整 用 分 銅 ３ ９ に は 、 側 方 に 開 口 し ワ イ
ヤ １ ８ を 側 面 か ら 挿 入 で き る 溝 孔 ４ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 さ ら に そ の 下 面 に 凹 部 ４ １ 又 は
凸 部 が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 重 錘 ２ ５ の 上 面 に は 、 図 ３ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 調 整 用 分
銅 ３ ９ の 凹 部 ４ １ 又 は 凸 部 に 対 応 し て 凸 部 ４ ２ 又 は 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 重 錘 ２ ５ が 作 用 し て も シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 荷 重 を 十 分 低 減 す る こ と が で き な い
場 合 は 、 図 ３ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 重 錘 ２ ５ に 較 べ て 重 量 の 小 さ い 調 整 用 分 銅 ３ ９ を 重 錘
２ ５ の 上 に 載 置 し 、 凹 部 ４ １ 又 は 凸 部 を 重 錘 ２ ５ の 凸 部 ４ ２ 又 は 凹 部 に 嵌 合 す る 。 こ れ に
よ り 、 調 整 用 分 銅 ３ ９ が 重 錘 ２ ５ か ら ず れ 落 ち る こ と な く 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 を 調 整 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 即 ち 、 重 錘 の 重 量 Ｗ を 調 整 す る た め に 、 重 錘 ２ ５ を 基 本 重 量 Ｗ ｏ と し 、 こ れ を 重 錘 載 置
棚 ２ ３ に 載 置 し て お り 、 こ の 上 に 調 整 用 の 重 量 ｗ １ の 分 銅 ３ ９ を 載 置 す る こ と で 、 重 錘 の
重 量 Ｗ ＝ Ｗ ｏ ＋ ｗ １ に 調 整 で き る 。 同 様 に 、 重 量 ｗ ２ 、 ｗ ３ 、 … … ｗ ｎ の 複 数 の 調 整 用 の
分 銅 を 用 意 し て 、 そ れ ら の １ 又 は ２ 以 上 を 適 宜 、 選 択 し て 重 錘 ２ ５ に 加 え れ ば 、 さ ら に き
め 細 か く 重 量 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 １ で は 、  説 明 を よ り 簡 単 に す る た め に 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に は
減 速 機 構 を 介 す る こ と な く ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 で 説 明 し た が 、 巻 取 シ
ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 と し て ワ イ ヤ
巻 取 プ ー リ １ ７ を 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 対 し て 減 速 回 転 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 点 に つ い
て の 構 成 は 、 実 施 例 ５ で 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 変 形 例 ）
　 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 実 施 例 １ の 変 形 例 １ を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 、
実 施 例 １ の 変 形 例 ２ を 示 す 図 で あ る 。 こ れ ら の 変 形 例 １ 、 ２ は 、 そ れ ぞ れ 装 荷 室 ２ ９ の 上
下 方 向 に 間 隔 を お い て 、 複 数 の 重 錘 載 置 棚 を 設 け 、 こ れ ら 複 数 の 重 錘 載 置 棚 の 夫 々 に 、 異
な る 重 量 の 複 数 の 重 錘 を 載 置 し た 構 成 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 変 形 例 １ で は 、 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 下 位 の 重 錘 載 置 棚 ４ ３ 、 中 位 の 重 錘
載 置 棚 ４ ４ 、 上 位 の 重 錘 載 置 棚 ４ ５ を 設 け 、 こ れ ら の 重 錘 載 置 棚 の 上 に そ れ ぞ れ 、 下 位 の
重 錘 ４ ６ 、 中 位 の 重 錘 ４ ７ 、 上 位 の 重 錘 ４ ８ を 載 置 し て い る 。 複 数 の 重 錘 ４ ６ 、 ４ ７ 、 ４
８ の 重 量 の 和 に 対 す る 各 重 錘 ４ ６ 、 ４ ７ 、 ４ ８ の 重 量 の 比 率 を 、 順 に 、 例 え ば ８ ０ ％ 、 １
５ ％ 、 ５ ％ の よ う に 、 下 位 の 重 錘 ４ ６ か ら 上 位 の 重 錘 ４ ８ に 向 け て 順 次 、 軽 く す る と よ い
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の 構 成 に お い て は 、 下 位 の 重 錘 載 置 棚 ４ ３ の 隙 間 ４ ９ は 、 持 上 片 ２ ２ よ り 幅 広 と し て
持 上 片 ２ ２ が 通 過 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 中 位 の 重 錘 載 置 棚 ４ ４ の 隙 間 ５ ０ は 、 下
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位 の 重 錘 ４ ６ よ り 幅 広 と し て 下 位 の 重 錘 ４ ６ が 通 過 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に
、 上 位 の 重 錘 載 置 棚 ４ ５ の 隙 間 ５ １ は 中 位 の 重 錘 ４ ７ よ り 幅 広 と し て 中 位 の 重 錘 ４ ７ が 通
過 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 変 形 例 １ に よ る と 、 火 災 の 際 に ブ レ ー キ １ ４ に よ る モ ー タ 回 転 軸 の 拘 束 が 解 放 さ れ
て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に 、 持 上 片 ２ ２ は 上 昇 し 始 め
て そ の 上 昇 過 程 の 途 中 か ら 、 持 上 片 ２ ２ が 下 位 の 重 錘 ４ ６ に 当 接 し て 持 ち 上 げ 、 さ ら に 図
４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 下 位 の 重 錘 ４ ６ が 中 位 の 重 錘 ４ ７ に 当 接 し 、 中 位 の 重 錘 ４ ７ が 上
位 の 重 錘 ４ ８ に 当 接 し （ 図 ４ （ ｂ ） 中 、 点 線 で 示 す ） 、 順 に 次 々 と 重 錘 を 持 ち 上 げ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 途 中 か ら （ 持 上 片 ２ ２ が 下 位 の 重 錘 ４ ６ に
当 接 し て 持 ち 上 げ 始 め て か ら ） シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 床 ２ １ の 面 に 当 接 す る ま で の 降 下
過 程 で は 、 そ の 降 下 速 度 が 段 階 的 に 遅 く な る と と も に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 方 に か
か る 荷 重 は 、 上 記 各 重 錘 の 重 量 の 比 率 に 対 応 す る 分 だ け 差 し 引 か れ て 段 階 的 に 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 即 ち 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る 際 の 下 方 に か か る 荷 重 を Ｆ と し 、 下 位 の 重 錘 ４
６ 、 中 位 の 重 錘 ４ ７ 、 上 位 の 重 錘 ４ ８ の 重 量 の 和 を Ｗ と し た 場 合 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２
の 降 下 す る 際 の 荷 重 は 、 持 上 片 ２ ２ が 下 位 の 重 錘 ４ ６ を 持 ち 上 げ 始 め る Ｆ － ０ ． ８ Ｗ と な
り 、 さ ら に 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 位 の 重 錘 ４ ７ を 持 ち 上 げ 始 め る と Ｆ － ０ ． ９ ５ Ｗ
と な り 、 さ ら に 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 上 位 の 重 錘 ４ ８ を 持 ち 上 げ 始 め る と 、 Ｆ － Ｗ と
な る よ う に 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 過 程 に お い て 、 最 初 か ら 重 錘 ２ ５ の 重 量 の １
０ ０ ％ 分 に 相 当 す る 分 だ け 速 度 を 低 減 す る こ と な く 降 下 し 、 降 下 の 途 中 か ら ま ず 下 位 の 重
錘 ４ ６ を 持 ち 上 げ 始 め る の で 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 床 ２ １ の 上 方 で 未 だ 高 い 状 態 で 大
人 が 挟 ま れ て も 、 全 重 錘 の ８ ５ ％ 分 の 重 量 が 差 し 引 か れ た 荷 重 が か か る の で 怪 我 等 を 防 止
で き る 。 さ ら に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 床 ２ １ の 上 方 で 比 較 的 近 接 し 小 さ な 子 供 を 挟 む
よ う な 場 合 で も 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 の ９ ５ ～ １ ０ ０ ％ 分 に 相 当 す る 分 だ け 差 し 引 か れ た 荷 重
が か か る の で 怪 我 等 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 変 形 例 ２ で は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 下 位 の 重 錘 載 置 棚 ４ ３ 、 上 位 の 重 錘 載 置 棚 ４
５ を 設 け 、 こ れ ら の 重 錘 載 置 棚 の 上 に そ れ ぞ れ 、 異 な る 重 量 の 下 位 の 重 錘 ４ ６ 、 上 位 の 重
錘 ４ ８ を 載 置 し て い る 。 下 位 の 重 錘 ４ ６ 及 び 上 位 の 重 錘 ４ ８ に は 、 そ れ ぞ れ ワ イ ヤ 通 過 用
の 下 位 の 通 孔 ５ ２ 及 び 上 位 の 通 孔 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ １ ８ に は 、 そ の 下 端 の 持
上 片 ２ ２ と そ の 上 方 に 持 上 片 ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 持 上 片 ５ ４ は 、 下 位 の 通 孔 ５ ２ は 通
過 す る が 、 上 位 の 通 孔 ５ ３ は 通 過 し な い 大 き さ と す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 変 形 例 ２ に よ る と 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 火 災 の 際 に 図 ４ （ ｄ ） に
示 す よ う に 、 持 上 片 ２ ２ が 下 位 の 重 錘 ４ ６ を 持 ち 上 げ て か ら 少 し 後 に 、 持 上 片 ５ ４ が 上 位
の 上 位 の 重 錘 ４ ８ を 持 ち 上 げ る の で 、 段 階 的 （ こ の 変 形 例 ２ で は ２ 段 階 で ） に シ ャ ッ タ ー
カ ー テ ン ２ の 速 度 及 び 下 方 へ の 荷 重 が 低 減 で き る 、
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 １ ６ の 実 施 例 ２ を 説 明
す る 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ と ほ ぼ 同 じ 構 成 で あ る が 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン
２ の 降 下 方 向 の 荷 重 を 低 減 す る た め に 実 施 例 １ で は 重 錘 ２ ５ を 利 用 し て い る が 、 こ の 実 施
例 ２ で は 重 錘 ２ ５ に 替 え て 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ を 利 用 し て い る 構 成 に 特 徴 が あ る 。 以 下 で
は 、 実 施 例 ２ に つ い て 、 実 施 例 １ と 異 な る 構 成 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ５ （ ａ ） に お い て 、 実 施 例 １ と 同 様 に 第 １ ～ ４ の ガ イ ド プ ー リ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ５ 、 ３
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７ に 架 け 渡 し た ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 持 上 片 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 装 荷 室 ２
９ 内 に バ ネ 固 定 棚 ５ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の バ ネ 固 定 棚 ５ ５ に は 、 持 上 片 ２ ２ が 通 過 す
る よ う な 隙 間 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 バ ネ 固 定 棚 ５ ５ に は 、 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ５ ７ が 、 そ の 下 端 が 固 定 さ れ て 取 り
付 け ら れ て お り 、 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ５ ７ の 上 端 に は 当 接 板 ５ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の
当 接 板 ５ ８ に は 、 ワ イ ヤ １ ８ は 通 過 す る が 、 持 上 片 ２ ２ は 当 接 し て 通 過 し な い 大 き さ の 貫
通 孔 ５ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
作 用 ：
　 以 上 の よ う な 構 成 か ら 成 る 実 施 例 ２ に よ る 作 用 は 次 の と お り で あ る 。 火 災 の 際 に ブ レ ー
キ １ ４ に よ る モ ー タ 回 転 軸 の 拘 束 が 解 放 さ れ て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 実 施
例 １ と 同 様 に 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ た 持 上 片 ２ ２ は 上 昇 し 始 め 、 そ の 上 昇 過 程 の
途 中 か ら 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 持 上 片 ２ ２ は 当 接 板 ５ ８ に 当 接 し て 引 っ 張 り コ イ ル
バ ネ ５ ７ を 上 方 に 引 っ 張 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ に は 、 降 下 過 程 の 途 中 か ら （ 持 上 片 ２ ２ が 引 っ 張 り
コ イ ル バ ネ ５ ７ を 引 っ 張 り 始 め て か ら ） シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 端 が 床 ２ １ に 着 く 迄 の
行 程 を 通 し て 、 降 下 方 向 に 対 し て 逆 向 き の 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ５ ７ の 弾 性 力 が 作 用 し 、 降
下 速 度 は 低 下 す る と と も に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 方 へ の 荷 重 が 低 減 す る 。 こ の 結 果
、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 際 に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ と 床 ２ １ の 間 に 人 が 挟 ま れ
る よ う な こ と が あ っ て も 、 怪 我 等 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ５ ７ の 弾 性 力 は 、 上 記 の よ う に 持 上 片 ２ ２ が 当 接 片 を 持 ち 上
げ て 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ５ ７ を 引 っ 張 り 始 め て も 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ は 降 下 を 持 続 し
停 止 し な い よ う に 設 計 さ れ て い る 。 要 す る に 、 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ５ ７ の 弾 性 力 は 、 シ ャ
ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 自 重 に よ っ て 、 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 上 端 が 固 定 さ れ た ワ イ ヤ １ ８
に か か る 上 方 へ の 力 Ｆ よ り 、 や や 小 さ い 弾 性 力 Ｐ （ 引 っ 張 り 力 ） が 作 用 す る よ う な 大 き さ
に す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 又 、 こ の 実 施 例 ２ で は 、  説 明 を よ り 簡 単 に す る た め に 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に は 減
速 機 構 を 介 す る こ と な く ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 で 説 明 し た が 、 巻 取 シ ャ
フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 と し て ワ イ ヤ 巻
取 プ ー リ １ ７ を 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 対 し て 減 速 回 転 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 点 に つ い て
の 構 成 は 、 実 施 例 ５ で 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 変 形 例 ）
　 図 ５ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 、 実 施 例 ２ の 変 形 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 変 形 例 は 、 装 荷 室
２ ９ に 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ を 、 複 数 設 け た 構 成 を 特 徴 と す る 。 こ こ で は 、 ２ つ の 引 っ 張 り
コ イ ル バ ネ を 設 け た 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ５ （ ｃ ） に お い て 、 装 荷 室 ２ ９ 内 に 下 位 バ ネ 固 定 棚 ６ ０ 及 び 上 位 バ ネ 固 定 棚 ６ １ が 設
け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ １ ８ に は 、 下 端 の 持 上 片 ２ ２ と 、 そ の 上 方 に 持 上 片 ６ ２ が 取 り 付 け
ら れ て い る 。 下 位 バ ネ 固 定 棚 ６ ０ 及 び 上 位 バ ネ 固 定 棚 ６ １ に は 、 そ れ ぞ れ 持 上 片 ２ ２ 、 ６
２ が 通 過 す る よ う な 隙 間 ６ ３ 、 ６ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 下 位 バ ネ 固 定 棚 ６ ０ 及 び 上 位 バ ネ
固 定 棚 ６ １ に は 、 下 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ５ 及 び 上 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ６ が 、 そ れ
ぞ れ の 下 端 が 固 定 さ れ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 下 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ５ 及 び 上 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ６ の 上 端 に は 、 そ れ ぞ れ 下
位 当 接 板 ６ ７ 及 び 上 位 当 接 板 ６ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 下 位 当 接 板 ６ ７ に は 、 ワ イ ヤ １ ８ 及
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び 持 上 片 ６ ２ を 通 過 す る が 、 持 上 片 ２ ２ は 当 接 し て 通 過 し な い 程 度 の 貫 通 孔 ６ ９ が 形 成 さ
れ て い る 。 上 位 当 接 板 ６ ８ に は 、 ワ イ ヤ １ ８ を 通 過 す る が 、 持 上 片 ６ ２ は 当 接 し て 通 過 し
な い 程 度 の 貫 通 孔 ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 か ら 成 る 変 形 例 に よ る 作 用 は 次 の と お り で あ る 。 火 災 の 際 に ブ レ ー キ
１ ４ に よ る モ ー タ 回 転 軸 の 拘 束 が 解 放 さ れ て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 実 施 例
１ と 同 様 に 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ た 持 上 片 ２ ２ は 上 昇 し 始 め 、 そ の 上 昇 過 程 の 途
中 か ら 、 図 ５ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 持 上 片 ２ ２ は 下 位 当 接 板 ６ ７ に 当 接 し て 下 位 引 っ 張 り
コ イ ル バ ネ ６ ５ を 上 方 に 引 っ 張 る 。 さ ら に 持 上 片 ６ ２ が 上 位 当 接 板 ６ ８ に 当 接 す る と 下 位
引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ５ に 加 え て 上 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ６ も 引 っ 張 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ に は 、 降 下 方 向 に 対 し て 逆 向 き の 下 位 引 っ 張 り コ イ
ル バ ネ ６ ５ 及 び 上 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ６ の 弾 性 力 が 、 ２ 段 階 で 作 用 し 、 降 下 速 度 は 低
下 し 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 方 へ の 荷 重 が 低 減 す る 。 こ の 結 果 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン
２ の 降 下 の 際 に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ と 床 ２ １ の 間 に 人 が 挟 ま れ る よ う な こ と が あ っ て
も 、 怪 我 等 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の よ う に 複 数 の 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ５ 、 ６ ６ を 設 け る と 、 実 施 例 １ の 変 形 例 に お い
て 複 数 の 重 錘 ２ ５ を 設 け た 場 合 と 同 様 に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 降 過 程 に お い て 、 途
中 か ら 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ５ の 弾 性 力 が 作 用 し て も 、 最 初 か ら 複 数 の 引 っ 張 り コ イ ル バ
ネ の １ ０ ０ ％ 分 に 相 当 す る 分 だ け 速 度 を 低 減 す る こ と な く 降 下 し 、 し か も シ ャ ッ タ ー カ ー
テ ン ２ が 床 ２ １ の 上 方 で 未 だ 高 い 状 態 で 大 人 を 挟 む よ う な 場 合 で も 、 下 位 引 っ 張 り コ イ ル
バ ネ ６ ５ の 引 っ 張 り 力 に 相 当 す る 分 だ け シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 荷 重 が 低 減 さ れ る の で 人
が 挟 ま れ て も 怪 我 等 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 さ ら に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 床 ２ １ の 上 方 で 比 較 的 に 近 接 し 小 さ な 子 供 を 挟 む よ う
な 場 合 は 、 下 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ５ 及 び 上 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ ６ ６ の 両 方 の 弾 性 力
が 作 用 し 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 荷 重 を 大 幅 に 低 減 す る の で 、 危 険 を 防 止 で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 １ ６ の 実 施 例 ３ を 説 明 す る 図 で あ る 。
こ の 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ と ほ ぼ 同 じ 構 成 で あ る が 、 実 施 例 ２ と 異 な り 引 っ 張
り コ イ ル バ ネ で は な く 圧 縮 コ イ ル バ ネ を 利 用 し て い る 構 成 に 特 徴 が あ る 。 以 下 で は 、 実 施
例 ３ に つ い て 、 実 施 例 ２ と 異 な る 構 成 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ６ （ ａ ） に お い て 、 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ と 同 様 に 第 １ ～ ４ の ガ イ ド プ ー リ ３ １ 、 ３ ２
、 ３ ５ 、 ３ ７ に 架 け 渡 し た ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 持 上 片 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て
、 装 荷 室 ２ ９ 内 に バ ネ 固 定 棚 ７ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の バ ネ 固 定 棚 ７ １ に は 、 ワ イ ヤ １
８ が 通 過 す る よ う な 隙 間 ７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 バ ネ 固 定 棚 ７ １ の 下 面 に は 、 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ 上 端 が 固 定 さ れ て 取 り 付 け ら
れ て い る 。 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ の 下 端 に は 当 接 板 ７ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 当 接 板 ７ ４
に は 、 ワ イ ヤ １ ８ を 通 過 す る が 、 持 上 片 ２ ２ は 当 接 し て 通 過 し な い 程 度 の 貫 通 孔 ７ ５ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 ３ で は 、  説 明 を よ り 簡 単 に す る た め に 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に は
減 速 機 構 を 介 す る こ と な く ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 で 説 明 し た が 、 巻 取 シ
ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 と し て ワ イ ヤ
巻 取 プ ー リ １ ７ を 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 対 し て 減 速 回 転 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 点 に つ い
て の 構 成 は 、 実 施 例 ５ で 詳 述 す る 。
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【 ０ ０ ７ ６ 】
作 用 ：
　 以 上 の よ う な 構 成 か ら 成 る 実 施 例 ３ に よ る 作 用 は 次 の と お り で あ る 。 火 災 の 際 に ブ レ ー
キ １ ４ に よ る モ ー タ 回 転 軸 の 拘 束 が 解 放 さ れ て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 実 施
例 １ 、 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ た 持 上 片 ２ ２ は 上 昇 し 始 め 、 そ の
上 昇 過 程 の 途 中 か ら 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 持 上 片 ２ ２ は 当 接 板 ７ ４ に 当 接 し て 圧 縮
コ イ ル バ ネ ７ ３ を 上 方 に 圧 縮 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ に は 、 降 下 方 向 に 対 し て 逆 向 き の 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７
３ の 弾 性 力 が 作 用 し 、 降 下 速 度 は 低 下 し 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 方 へ の 荷 重 が 低 減 す
る 。 こ の 結 果 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 際 に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ と 床 ２ １ の 間
に 人 が 挟 ま れ る よ う な こ と が あ っ て も 、 怪 我 等 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ の 強 さ は 、 上 記 の よ う に 持 上 片 ２ ２ が 当 接 片 ７ ４ を 持 ち 上 げ て 圧 縮
コ イ ル バ ネ ７ ３ を 圧 縮 し て も 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ は 降 下 を 持 続 し 停 止 し な い よ う に 、
設 計 さ れ て い る 。 要 す る に 、 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ の 強 さ は 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 自 重
に よ っ て 、 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 上 端 が 固 定 さ れ た ワ イ ヤ １ ８ に か か る 上 方 へ の 力 Ｆ よ
り 、 や や 小 さ い 下 方 へ の 圧 縮 力 が 作 用 す る よ う な 大 き さ に す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ 変 形 例 ）
　 図 ６ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 実 施 例 ３ の 変 形 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 変 形 例 は 、 装 荷 室 ２
９ に 圧 縮 コ イ ル バ ネ を 、 複 数 設 け た 構 成 を 特 徴 と す る 。 こ こ で は 、 ２ つ の 圧 縮 コ イ ル バ ネ
を 設 け た 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ６ （ ｃ ） に お い て 、 装 荷 室 ２ ９ 内 に 下 位 バ ネ 固 定 棚 ７ ６ 及 び 上 位 バ ネ 固 定 棚 ７ ７ が 設
け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ １ ８ に は 、 下 端 の 持 上 片 ２ ２ と 、 そ の 上 方 に 持 上 片 ７ ８ が 取 り 付 け
ら れ て い る 。 下 位 バ ネ 固 定 棚 ７ ６ 及 び 上 位 バ ネ 固 定 棚 ７ ７ に は 、 そ れ ぞ れ 持 上 片 ２ ２ 、 ７
８ が 通 過 す る よ う な 隙 間 ７ ９ 、 ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 下 位 バ ネ 固 定 棚 ７ ６ 及 び 上 位 バ ネ
固 定 棚 ７ ７ に は 、 下 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ ８ １ 及 び 上 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ ８ ２ が 、 そ れ ぞ れ の 上
端 が 固 定 さ れ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 下 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ ８ １ 及 び 上 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ ８ ２ の 下 端 に は 、 そ れ ぞ れ 下 位 当 接 板
８ ３ 及 び 上 位 当 接 板 ８ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 下 位 当 接 板 ８ ３ に は 、 ワ イ ヤ １ ８ 及 び 持 上 片
７ ８ を 通 過 す る が 、 持 上 片 ２ ２ は 当 接 し て 通 過 し な い 程 度 の 貫 通 孔 ８ ５ が 形 成 さ れ て い る
。 上 位 当 接 板 ８ ４ に は 、 ワ イ ヤ １ ８ を 通 過 す る が 、 持 上 片 ７ ８ は 当 接 し て 通 過 し な い 程 度
の 貫 通 孔 ８ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 か ら 成 る 変 形 例 に よ る 作 用 は 次 の と お り で あ る 。 火 災 の 際 に ブ レ ー キ
１ ４ に よ る モ ー タ 回 転 軸 の 拘 束 が 解 放 さ れ て シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 実 施 例
１ と 同 様 に 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 固 定 さ れ た 持 上 片 ２ ２ は 上 昇 し 始 め 、 そ の 上 昇 過 程 の 途
中 か ら 、 図 ６ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 持 上 片 ２ ２ は 下 位 当 接 板 ８ ３ に 当 接 し て 下 位 圧 縮 コ イ
ル バ ネ ８ １ を 圧 縮 す る 。 さ ら に 持 上 片 ７ ８ が 上 位 当 接 板 ８ ４ に 当 接 す る と 下 位 圧 縮 コ イ ル
バ ネ ８ １ に 加 え て 上 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ ８ ２ も 圧 縮 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ に は 、 降 下 方 向 に 対 し て 逆 向 き の 下 位 圧 縮 コ イ ル バ
ネ ８ １ 及 び 上 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ ８ ２ の 圧 縮 に よ る 弾 性 力 が 、 ２ 段 階 で 作 用 し 、 降 下 速 度 は
低 下 し 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 下 方 へ の 荷 重 が 低 減 す る 。 こ の 結 果 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ
ン ２ の 降 下 の 際 に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ と 床 ２ １ の 間 に 人 が 挟 ま れ る よ う な こ と が あ っ
て も 、 怪 我 等 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
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　 な お 、 実 施 例 ２ 、 ３ で は 、 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ や 圧 縮 コ イ ル バ ネ を 設 け た が 、 こ れ ら の
バ ネ を 互 い に 適 宜 組 み 合 わ せ て も よ い し 、 そ の 他 、 空 気 シ リ ン ダ ー バ ネ や 油 圧 緩 衝 器 等 を
用 い 、 こ れ ら に 、 ワ イ ヤ に 取 り 付 け ら れ た 持 上 片 が 上 方 に 移 動 し て か ら 途 中 か ら 係 合 す る
よ に 構 成 し て 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 際 の 下 方 に 対 す る 荷 重 を 低 減 す る よ う な 構
成 と し て も よ い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 実 施 例 ４ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の
実 施 例 ４ は 、 実 施 例 １ ～ ３ と ほ ぼ 同 じ 構 成 で あ る が 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 方 向 の
荷 重 を 低 減 す る た め に 、 重 錘 と バ ネ を 組 み 合 わ せ た 構 成 を 特 徴 と す る 。 こ の 実 施 例 ４ で は
、 重 錘 ２ ５ を 利 用 し た 実 施 例 １ と 、 バ ネ を 利 用 し た 実 施 例 ３ と を 組 み 合 わ せ た 構 成 と し た
。 以 下 で は 、 実 施 例 ４ に つ い て 、 実 施 例 １ ～ ３ と 異 な る 構 成 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 ７ （ ａ ） に お い て 、 ボ ッ ク ス ２ ０ の 装 荷 室 ２ ９ 内 に は 、 実 施 例 １ と 同 様 な 構 造 の 重 錘
載 置 棚 ２ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 重 錘 載 置 棚 ２ ３ に は 重 錘 ２ ５ が 載 置 さ れ て い る 。 重 錘 ２ ５ は
、 上 下 方 向 に 通 孔 ２ ６ を 有 し 、 ワ イ ヤ １ ８ は 、 こ の 通 孔 ２ ６ を 通 し て 上 下 動 可 能 に 垂 下 し
、 そ の 下 端 に は 持 上 片 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ し て 、 装 荷 室 ２ ９ 内 の 重 錘 載 置 棚 ２ ３ よ り 上 方 に は 、 実 施 例 ３ と 同 様 に 、 バ ネ 固 定 棚
７ １ が 設 け ら れ 、 こ の バ ネ 固 定 棚 ７ １ の 下 面 に は 、 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ の 上 端 が 取 り 付 け
ら れ 、 さ ら に 、 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ の 下 端 に は 当 接 板 ７ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 当 接 板 ７ ４
に は ワ イ ヤ １ ８ が 通 過 す る 貫 通 孔 ７ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 今 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 の ブ レ ー キ １ ４ に よ る 拘 束 を 解 放 す る と 、 シ ャ ッ タ ー カ
ー テ ン ２ は そ の 自 重 で 降 下 し 、 ワ イ ヤ １ ８ は 重 錘 ２ ５ の 通 孔 ２ ６ を 通 し て 上 方 に 移 動 す る
。 そ し て 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 途 中 か ら 、 即 ち 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 あ る
程 度 、 下 方 に 降 下 す る と 持 上 片 ２ ２ が 重 錘 ２ ５ を 持 ち 上 げ 始 め る 、 さ ら に 、 シ ャ ッ タ ー カ
ー テ ン ２ が 降 下 す る と 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 重 錘 ２ ５ が 当 接 片 ７ ４ に 当 接 し 圧 縮 コ
イ ル バ ネ ７ ３ を 圧 縮 し 始 め る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 速 度 及 び 下 方 へ の 荷 重 が 、 ま ず 重 錘 ２ ５ の 重
量 分 だ け 低 減 し 、 さ ら に 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７ ３ が 圧 縮 さ れ 始 め る と 、 そ の 圧 縮 コ イ ル バ ネ ７
３ の 弾 力 分 だ け 低 減 す る 。 こ れ に よ り シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 方 向 の 荷 重 が 低 減 さ れ
る 。 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 の 際 に 、 人 が 挟 ま れ て も 大 き な 荷 重 を 受 け な い の で 、 怪
我 等 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 ４ で は 、  説 明 を よ り 簡 単 に す る た め に 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に は
減 速 機 構 を 介 す る こ と な く ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 で 説 明 し た が 、 巻 取 シ
ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け た 構 成 と し て ワ イ ヤ
巻 取 プ ー リ １ ７ を 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 対 し て 減 速 回 転 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 点 に つ い
て の 構 成 は 、 次 の 実 施 例 ５ で 詳 述 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ８ は 、 実 施 例 ５ を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 ５ は 、 実 施 例 １ ～ ４ に お い て 、 巻 取
シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 ８ ６ を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り 付 け 、 ワ イ ヤ 巻 取
プ ー リ １ ７ を 巻 取 シ ャ フ ト ７ に 対 し て 減 速 回 転 す る 構 成 を 特 徴 と す る も の で あ る 。 な お 、
実 施 例 ５ は 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 減 速 機 構 ８ ６ を 介 し て ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 取 り
付 け た 構 成 以 外 の 構 成 に つ い て は 、 実 施 例 １ ～ ４ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ８ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー の 正 面 図 の 一 部 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） と
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ほ ぼ 同 じ 構 成 で あ る の で 、 同 じ 部 分 の 構 成 の 説 明 は 省 略 し 特 徴 部 分 を 中 心 に 説 明 す る 。 ま
た 、 図 ８ （ ｂ ） は ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ 及 び 減 速 機 構 ８ ６ の 配 置 を 説 明 す る 側 面 図 で あ り
、 図 ８ （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 減 速 機 構 ８ ６ の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ り 、 減 速 機 構 ８ ６ の 内 部 を
側 方 及 び 上 方 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に お い て 、 ブ ラ ケ ッ ト ８ ７ に よ り ギ ア ボ ッ ク ス ８ ８ が 巻 取 ケ ー ス ６
に 付 設 さ れ て い る 。 減 速 機 構 ８ ６ は 、 ギ ア ボ ッ ク ス ８ ８ 内 に 設 け ら れ た 第 １ 歯 車 ８ ９ 、 第
２ 歯 車 ９ ０ 、 第 ３ 歯 車 ９ １ 、 及 び 第 ４ 歯 車 ９ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 １ 歯 車 ８ ９ は 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 同 芯 的 に 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ 歯 車 ９ ０ 及 び 第
３ 歯 車 ９ １ は 歯 車 軸 ９ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 歯 車 軸 ９ ３ は 、 ギ ア ボ ッ ク ス ８ ８ に ベ ア
リ ン グ で 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 ４ 歯 車 ９ ２ は 、 プ ー リ 軸 ９ ４ に 同 心 的 に 固 定
さ れ て い る 。 プ ー リ 軸 ９ ４ は 、 ギ ア ボ ッ ク ス ８ ８ 内 に ベ ア リ ン グ で 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら
れ て お り 、 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 同 心 的 に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ の 減 速 機 構 ８ ６ で は 、 第 １ 歯 車 ８ ９ よ り 第 ２ 歯 車 ９ ０ の 歯 数 を 多 く し て 両 者 の 噛 み 合
い に よ り 第 １ の 減 速 を し 、 第 ３ 歯 車 ９ １ よ り 第 ４ 歯 車 ９ ２ の 歯 数 を 多 く し て 両 者 の 噛 み 合
い に よ り 第 ２ の 減 速 を す る こ と で 、 ２ 段 で 減 速 回 転 を す る 構 成 と し て い る 。 な お 、 減 速 機
構 ８ ６ は 、 こ の よ う な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
（ 作 用 ）
　 以 上 の 構 成 か ら 成 る 実 施 例 ５ に よ る と 、 巻 取 用 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 の ブ レ ー キ １ ４ に よ
る 拘 束 を 解 放 す る と 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ は そ の 自 重 で 降 下 し 、 そ れ に 伴 い 巻 取 シ ャ フ
ト ７ 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ し て 、 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ に 固 定 さ れ た 第 １ 歯 車 ８ ９ と 、 歯 車 軸 ９ ３ に 固 定 さ れ た
第 ２ 歯 車 ９ ０ と の 組 み 合 わ せ に よ り 第 １ の 減 速 が 行 わ れ 、 さ ら に 、 歯 車 軸 ９ ３ に 固 定 さ れ
た 第 ３ の 歯 車 ９ １ と 、 プ ー リ 軸 ９ ４ に 固 定 さ れ た 第 ４ の 歯 車 ９ ２ と の 組 み 合 わ せ に よ り 第
２ の 減 速 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の 結 果 、 プ ー リ 軸 ９ ４ は 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 ８ の 回 転 が 減 速 さ れ て プ ー リ 軸 ９ ４ 、 ワ
イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 伝 達 さ れ 、 ワ イ ヤ １ ８ は 、 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ に 巻 き 取 ら れ る 。
な お 、 荷 重 低 減 機 構 １ ９ に よ る シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 方 向 の 荷 重 の 低 減 作 用 は 実 施
例 １ ～ ４ で そ れ ぞ れ 説 明 し た と お り で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
（ 実 施 例 １ ～ ５ の 共 通 の 変 形 例 ）
　 上 記 実 施 例 １ ～ ５ で は 、 第 １ ～ ４ ガ イ ド プ ー リ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ５ 、 ３ ７ を 、 い わ ゆ る 定
滑 車 と し た 。 例 え ば 、 図 ９ （ ａ ） は 、 実 施 例 １ の シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 中 の 第 １ ～
４ の ガ イ ド プ ー リ ３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ５ 、 ３ ７ と 重 錘 ２ ５ の 重 量 の 関 係 を 模 式 的 に 図 示 す る も
の で あ る 。 こ の 実 施 例 １ で は 、 第 １ ～ ４ ガ イ ド プ ー リ を 定 滑 車 と し 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 Ｗ は
、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 中 に ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 介 し て ワ イ ヤ １ ８ を 引 っ 張 る
力 Ｆ ’ よ り 若 干 小 さ な 重 量 と す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 し か し 、 定 滑 車 だ け で な く 動 滑 車 を 組 み 合 わ せ る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 と
す る と 、 装 架 室 ２ ９ 内 に 配 設 す る 重 錘 （ 実 施 例 １ 、 ４ 等 参 照 ） の 重 量 又 は バ ネ （ 実 施 例 ２
、 ３ 等 参 照 ） の 弾 力 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 例 え ば 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 、 ３ ガ イ ド プ ー リ ３ １ ’ 、 ３ ７ ’ を 定 滑 車 と し
、 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ ’ を 動 滑 車 と し て 組 み 合 わ せ る と 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 Ｗ を 低 減 で き
る 。 図 ９ （ ｃ ） で 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 降 下 中 に ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ １ ７ を 介 し て ワ イ
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ヤ １ ８ を 引 っ 張 る 力 を Ｆ ’ と し 、 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ ’ （ 動 滑 車 ） 自 体 の 重 量 を Ｄ と す
る と 、 重 錘 ２ ５ の 重 量 Ｗ は 理 論 的 に は １ ／ ２ （ Ｆ ’ ＋ Ｄ ） よ り 若 干 小 さ い も の と す れ ば よ
い 。 こ れ に よ り 、 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ ’ （ 動 滑 車 ） を 軽 量 な も の を 使 用 す れ ば 、 重 錘 ２
５ の 重 量 Ｗ は か な り 低 減 で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 な お 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 巻 き 上 げ ら れ ブ レ ー キ で 拘 束
さ れ て い る 状 態 で も 、 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ ’ （ 動 滑 車 ） が 自 重 で 降 下 す る 可 能 性 が あ る
。 こ れ を 防 止 す る た め に 、 持 上 片 ２ ２ は 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ ’ の 重 量 Ｄ の １ ／ ２ よ り 大
き い 重 量 と し て 形 成 さ れ る 必 要 が あ る 。 又 、 第 ２ ガ イ ド プ ー リ ３ ５ ’ を 回 転 可 能 に 支 持 す
る 支 持 軸 が 、 装 架 室 ２ ９ に 設 け た ガ イ ド 手 段 に よ り 上 下 方 向 に 直 線 的 に 案 内 さ れ る よ う な
構 成 （ 例 え ば 、 支 持 軸 が 、 装 架 室 ２ ９ に 設 け ら れ た ガ イ ド 用 の 溝 に よ り 摺 動 可 能 に 案 内 さ
れ る 手 段 ） が 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 実 施 例 １ ～ ５ の 別 の 共 通 の 変 形 例 と し て 、 実 施 例 １ ～ ５ に お け る 持 上 片 ２ ２ は 、 ワ イ ヤ
１ ８ の 下 端 （ 先 端 ） に 取 り 付 け た が 、 ワ イ ヤ １ ８ の 下 端 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 下 端 の 上
方 の 位 置 を 適 宜 選 択 し て 着 脱 可 能 な 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 シ ャ ッ タ ー カ
ー テ ン ２ が 降 下 し 始 め て か ら 重 錘 又 は バ ネ に 当 接 す る ま で の 行 程 を 調 整 で き る 。 即 ち 、 持
上 片 ２ ２ が 重 錘 又 は バ ネ に 当 接 し 始 め て か ら 床 ２ １ に シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ が 着 く 迄 の 行
程 で あ っ て 、 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン ２ の 降 下 方 向 の 荷 重 が 低 減 さ れ る 行 程 を 調 整 で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 最 良 の 形 態 を 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 は 特 に こ の よ う な 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 記 載 の 技 術
的 事 項 の 範 囲 内 で い ろ い ろ な 実 施 例 が あ る こ と は い う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 は 、 上 記 の よ う な 構 成 で あ る か ら 、 防 火 シ ャ ッ
タ ー １ 、 防 煙 シ ャ ッ タ ー だ け で な く 、 ブ レ ー キ を 開 放 す る こ と で 、 シ ャ ッ タ ー 用 カ ー テ ン
が そ の 自 重 で 降 下 す る よ う な 構 造 の シ ャ ッ タ ー で あ れ ば 、 い ろ い ろ な 用 途 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ を 説 明 す る 図 で あ り 、 特 に 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 を 適 用
す る 防 火 シ ャ ッ タ ー の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 正 面 向
か っ て 左 側 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 基 本 構 成 、 作 用 を 説 明
す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的 な 構 成 、 作 用 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の 変 形 例 に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的 な 構 成
、 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ 及 び そ の 変 形 例 に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的
な 構 成 、 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ３ 及 び そ の 変 形 例 に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的
な 構 成 、 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ４ に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的 な 構 成 、 作 用 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ５ に つ い て 、 本 発 明 の 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 の 具 体 的 な 構 成 、 作 用 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 １ ～ ５ に 共 通 な 変 形 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ７ 】
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　 １ 　 防 火 シ ャ ッ タ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ 　 シ ャ ッ タ ー カ ー テ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ 　 巻 取 装 置 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ 　 ス ラ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ 　 ガ イ ド レ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ 　 巻 取 ケ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ 　 巻 取 シ ャ フ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ 　 巻 取 シ ャ フ ト 駆 動 軸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ９ 　 被 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ０ 　 駆 動 側 ス プ ロ ケ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ １ 　 チ ェ ー ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ２ 　 巻 取 用 モ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ３ 　 減 速 機 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ４ 　 ブ レ ー キ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ５ 　 制 御 装 置 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ６ 　 防 火 シ ャ ッ タ ー 用 安 全 装 置 　 　 　 　 　 　
　 １ ７ 　 ワ イ ヤ 巻 取 プ ー リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ８ 　 ワ イ ヤ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 １ ９ 　 荷 重 低 減 機 構 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ０ 　 ボ ッ ク ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ １ 　 床 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ２ 　 持 上 片 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ３ 　 重 錘 載 置 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ４ 　 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ５ 　 重 錘 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ６ 　 重 錘 の 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ７ 　 隔 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ８ 　 プ ー リ 室 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ２ ９ 　 装 荷 室 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ０ 　 ボ ッ ク ス の 底 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ １ 　 第 １ ガ イ ド プ ー リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ２ 　 第 ２ ガ イ ド プ ー リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ３ 　 コ の 字 型 ブ ラ ケ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ４ 　 ボ ッ ク ス の 上 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ５ 　 第 ３ ガ イ ド プ ー リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ６ 　 コ の 字 型 ブ ラ ケ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ７ 　 第 ４ ガ イ ド プ ー リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ８ 　 上 壁 に 形 成 さ れ た 透 孔 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ３ ９ 　 調 整 用 分 銅 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ０ 　 溝 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ １ 　 凹 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ２ 　 凸 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ３ 　 下 位 の 重 錘 載 置 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ４ 　 中 位 の 重 錘 載 置 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ５ 　 上 位 の 重 錘 載 置 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ６ 　 下 位 の 重 錘 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ７ 　 中 位 の 重 錘 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ８ 　 上 位 の 重 錘 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ４ ９ 　 下 位 の 重 錘 載 置 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ０ 　 中 位 の 重 錘 載 置 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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　 ５ １ 　 上 位 の 重 錘 載 置 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ２ 　 下 位 の 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ３ 　 上 位 の 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ４ 　 持 上 片 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ５ 　 バ ネ 固 定 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ６ 　 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ７ 　 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ８ 　 当 接 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ５ ９ 　 当 接 板 の 貫 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ０ 　 下 位 バ ネ 固 定 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ １ 　 上 位 バ ネ 固 定 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ２ 　 持 上 片 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ３ 　 下 位 バ ネ 固 定 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ４ 　 上 位 バ ネ 固 定 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ５ 　 下 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ６ 　 上 位 引 っ 張 り コ イ ル バ ネ 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ７ 　 下 位 当 接 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ８ 　 上 位 当 接 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ６ ９ 　 下 位 当 接 板 の 貫 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ０ 　 上 位 当 接 板 の 貫 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ １ 　 バ ネ 固 定 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ２ 　 バ ネ 固 定 棚 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ３ 　 圧 縮 コ イ ル バ ネ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ４ 　 当 接 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ５ 　 当 接 板 の 貫 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ６ 　 下 位 バ ネ 固 定 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ７ 　 上 位 バ ネ 固 定 棚 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ８ 　 持 上 片 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ７ ９ 　 下 位 バ ネ 固 定 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ ０ 　 上 位 バ ネ 固 定 棚 の 隙 間 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ １ 　 下 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ ２ 　 上 位 圧 縮 コ イ ル バ ネ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ ３ 　 下 位 当 接 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ ４ 　 上 位 当 接 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ ５ 　 下 位 当 接 板 の 貫 通 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ８ ６ 　 減 速 機 構 　 　 　 　 　  
　 ８ ７ 　 ブ ラ ケ ッ ト 　 　 　 　  
　 ８ ８ 　 ギ ア ボ ッ ク ス 　 　 　  
　 ８ ９ 　 第 １ 歯 車 　 　 　 　 　  
　 ９ ０ 　 第 ２ 歯 車 　 　 　 　 　  
　 ９ １ 　 第 ３ 歯 車 　 　 　 　 　  
　 ９ ２ 　 第 ４ 歯 車 　 　 　 　 　  
　 ９ ３ 　 歯 車 軸 　 　 　 　 　 　  
　 ９ ４ 　 プ ー リ 軸 　 　 　 　 　  
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(18) JP 2007-16430 A 2007.1.25



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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